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◆はじめに
全地連「技術フォーラム2025」山形で

の技術発表会は、防災・減災を担う地質
調査業 ～阪神・淡路大震災から30年～」
をテーマとして、令和７年９月11日、12
日の２日間にわたり、山形テルサで行わ
れました。

全地連技術フォーラムは、主に若手技
術者の論文発表や交流の場となってお
り、全国から多くの方が参加されるもの
で、今回も多数の方の参加により盛況に
開催されました。

開催にあたり全地連や実行委員の皆様
には１年以上前から事前準備を行ってい
ただき、当日もスタッフの方々に多大な
ご協力をいただき無事に終えることが出
来ました。この場をかりて深く感謝の意
を表します。

◆技術発表会
技術発表会は、全５会場を全地連８名、

東北地質調査業協会技術委員13名のほ
か、広報委員１名、山形県会員企業12名
のご協力をいただき計26名のスタッフが
司会・タイムキーパー・会場係等の役割
分担をして進められました。

技術発表会のセッションは、「特別セッ
ション」、「地質リスク事例研究セッショ
ン」、「AI・深層学習セッション」、「洋上
風力・海上調査セッション」、「盛土（特
定盛土・大規模盛土・宅地盛土・道路
盛土）セッション」、「InSAR・UAV・
LiDARセッション」、「３次元地盤モデル
セッション」、「自動化セッション」「の

り面・斜面セッション」、「地すべりセッ
ション」、「土壌汚染・地下水調査セッ
ション」、「技術員会セッション」、「観
測・モニタリングセッション」、「軟弱地
盤調査セッション」、「原位置試験セッ
ション」、「現場調査技術セッション」、

「土壌地下水汚染セッション」、「室内試
験セッション」、「岩盤調査セッション」、

「地盤の安定化セッション」「新領域セッ
ション」、「空洞調査・地中障害物調査
セッション」に区分されました。

特別セッションは、フォーラムのテー
マである防災・減災を担う地質調査業に
関連する内容で、「ここ数年の東北地方
での災害とその対応について」として、
山形大学学術研究院 教授 本山 功 様の
基調講演をはじめ他３編の災害事例の論
文発表でした。

他のセッションは、全国から集まった
若手技術者を主体とした論文発表で、上
記した区分のとおり、多様な内容のもの
でした。発表の多くが、発表資料もわか
りやすく上手にまとまっていると感じるも
のであり、発表も落ち着いている方が多
く、プレゼンテーション能力の高い発表
が多かった思います。これは、本番に向
けての論文や発表資料の査読、発表練習
等を十分に行ってきたことが伺われます。

(一社)東北地質調査業協会　技術委員長　三浦　正人

全地連「技術フォーラム2025」山形
技術発表会を終えて
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技術発表会場

質疑応答

◆展示会
展示会場は、全23団体がブースでの展

示を行いました。各団体とも前日から展
示物を搬入し、フォーラム開始までに準
備を行いました。フォーラムの参加者は
聴講の合間に展示ブースを訪れ、各ブー
スの説明を受ける方々がいらっしゃいま
した。各団体とも最新技術の展示が多く
大変参考になるもので、技術発表と関連
する技術のものもあり、ブースでの説明
で詳細を再確認することができました。

東北地質調査業協会では、フォーラム
のテーマである防災・減災を担う地質調
査業を受けて、東北地方の地盤災害事例
のパネルの掲示のほか、協会の活動内容
のパネル、東北地方に分布する地質図
とその採取地のパネルを掲示するととも
に、その土質地質サンプルを展示しまし
た。さらに、山形県のご協力をいただき、
里の名水・山形百選ということで山形県
内の地質・水質の関連をパネル掲示し、
そのパンフレットを展示しました。

また、展示団体のショートプレゼンテー
ションの時間も設けられており、11の展示
団体がプレゼンテーションを行いました。

展示会場

東北地質調査業協会の展示

展示団体ショートプレゼンテーション

◆優秀技術発表者賞
全地連技術フォーラム山形が終了し、

後日、全地連から下表の方々が優秀技術
発表者として24名（内 東北７名）の方
が受賞されました。おめでとうございます。

6



寄
別
特

稿

◆おわりに
当フォーラムの開催に当り、全国地質

調査業連合会の関係者には細部にわたり
ご指導をいただくとともに、東北地質調
査業協会会員企業の方々には運営に多大
なご協力をいただきました。関係各位に
は重ねてお礼申し上げます。

全地連「技術フォーラム2025」山形　優秀技術発表者一覧
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